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2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ
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海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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「2025～2026年度役員 1年間よろしくお願いします」

ロータリーで善の循環を

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
三条市旭町２－５－１０ 三条信用金庫本店内
例会場／TEL３４－３３１１
事務局／TEL３５－３４７７   FAX３２－７０９５

【ビジター】
・米山記念奨学生　胡湘榕さん
三条RAC
・西山芳彬さん、　大竹光基さん
【先週のメークアップ】
［6.19］三条東RCへ
・小越憲泰さん、　石橋育於さん、
・小林卓哉さん、　近藤雄介さん、
・白鳥　賢さん、　丸山行彦さん、
・荻根澤隆雄さん
［6.20］吉田RCへ
・杉山幸英さん、　柳取崇之さん、
・小林吾郎さん
［6.20］三条RACへ
・渡部　宏さん、　高橋俊樹さん、
・相場弘介さん、　西山徳芳さん
［6.21］第44回８クラブ有志ゴルフ大会へ
・中村和彦さん、　杉山幸英さん
［6.23］三条南RCへ
・中村和彦さん
［6.24］三条北RCへ
・松永隆夫さん、　中林順一さん、
・丸山行彦さん、　石橋育於さん、
・荻根澤隆雄さん、小林卓哉さん、
・小越憲泰さん、　高橋俊樹さん
［6.24］分水RCへ
・杉山幸英さん、　野水靖之さん
［6.26］三条東RCへ
・白鳥　賢さん、　小越憲泰さん、
・荻根澤隆雄さん、丸山行彦さん、
・小林卓哉さん、　中村和彦さん
［6.28］南雲年度感謝の集い（長岡）へ
・杉山幸英さん、　野崎喜一郎さん
［6.30］三条南RCへ
・中林順一さん、　落合孝夫さん
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■本日の出席会員数：56名中44名
■先々週出席率：87.27％

2025～2026年度国際ロータリー会長メッセージ



ニコニコBOX
2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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ロータリー米山記念奨学会より
小越憲泰 会員へ
第27回 米山功労者
メジャードナー感謝状の授与

第4分区ガバナー補佐の杉山幸英会員より１年間の総括挨拶

米山記念奨学生の胡湘榕さんへ奨学金を寄贈 



ニコニコBOX
2024-25年度 第4分区ガバナー補佐　杉山幸英 会員
6月30日でガバナー補佐の任期を終えることが出来
ました。皆様に感謝申し上げます。
柳取崇之 会長
　第一回の例会です。一年間よろしくお願いいたし
ます。
小出子恵出さん
　皆様には心配をお掛けしました。お見舞いを頂戴
し、ありがとうございました。生きて帰ることが
できました。今後もよろしくお願いいたします。
柳取会長、早川幹事の船出をお喜び申し上げます。
落合孝夫さん
柳取会長、第一回目の例会開催おめでとうございます。
本間幸雄さん
2025年7月より重山の後任として着任しました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
岩橋美穂さん
　どうぞよろしくお願いいたします。
渡辺良一さん
　いよいよ柳取年度が始まります。会長・幹事一年
間よろしくお願いいたします。そして、先日は慰
労会ありがとうございました。
早川滝徳さん
皆様一年間お世話になります。よろしくお願いします。
長谷川正実さん
一年間SAAでお世話になります。よろしくお願いします。
成田秀雄さん
　国際奉仕について本日報告します。岩橋さん、本
間さん歓迎します。
荻根澤隆雄さん
　いよいよ新年度が始まりました。柳取会長、早川
幹事、長谷川SAAよろしくお願いいたします。
山田富義さん
　小出さん出所おめでとうございます。
斎藤弘文さん
柳取会長、早川幹事様、おめでとうございます。期待
しております。肩の力を抜いて平常心で頑張ってく
ださい。
小林吾郎さん
会長エレクトとして一年間よろしくお願いします。
吉井直樹さん
暑い日が続きますが、体調を整え例会参加しましょう。
本日クラブアッセンブリーよろしくお願いします。岩
橋さん、本間さんようこそロータリークラブへ。
小越憲泰さん
　今日から柳取丸のスタートです。健康には気を付
けてください。

嘉瀬一洋さん
　柳取会長、早川幹事、長谷川SAA一年間体に気を
付けて頑張ってください。
松永一義さん
　一年間ボックスよろしくお願いします。

五十嵐晋三さん、 船越良則さん、 白倉徳幸さん、
高橋　司さん、 関川　博さん、 佐野勝榮さん、
丸山行彦さん、 松永隆夫さん、 近藤雄介さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、 五十嵐博宣さん、
清水泰生さん、 石倉政雄さん、 歸山　肇さん、
高橋俊樹さん、 相場弘介さん、 小林卓哉さん

　柳取会長、早川幹事、長谷川SＡＡの船出をお祝い
申し上げます。
　一年間よろしくお願いいたします。
　岩橋さん、本間さんのご入会を心より歓迎いたし
ます。

　　　　　　　    7月 2日分　 ￥106,000
　　　　　　　  　　 今年度累計　　￥106,000

　　　

「ＲＩ会長メッセージ」
　親愛なる友人の皆さま
2週間前、私は自宅の居間で孫たちと遊んでいまし

た。その数日後、私はカルガリー行きの飛行機に乗
り、この素晴らしい組織を率いるという突然の責任
を負うこととなりました。人生はあっという間に過
ぎますが、自分がいるべき場所に導いてくれるもの
です。
　今年度の始まりに、次の明確なメッセージをお伝
えしたいと思います：よいことのために手を取りあ
おう。シンプルながら、力強いフレーズです。ロー
タリーでは、あらゆる取り組み、日々の奉仕、入会し
てくる新会員、世界的な課題への対応の裏に、二つの
ことがあります。それは「友情」と「信頼」です。
　強いクラブは、友情と信頼によって築かれます。
私たちは、友情と信頼のもとに有意義なパートナー
シップを築き、世界的な問題を各地域で解決へと導
きます。私たちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚
さ、人間性、思いやりをもってリーダーシップを発揮
します。しかし、実のところ、このようなリーダー
シップは必ずしも簡単ではありません。私たちは人

会長挨拶
　　　　　　　　　柳取崇之 会長
　皆さんこんにちは、本日は年度初めの第
一例会です。
　一年間どうぞ宜しくお願い致します。
　本日のゲストとして、ローターアクトの
西山会長と大竹幹事をお迎えしておりま
す。

　ようこそおいで頂きました。歓迎いたします。
　まずは、第四北越銀行の中村さん、ユアテックの重山さんが
転勤に伴い退会されましたが、本日新たに2名の会員を迎える
ことが出来ました。
　第四北越銀行三条支店長の岩橋さん、ユアテック県央営業
所長の本間さんです。
　大変うれしく思いますと共に会員の皆様もご一緒に歓迎を
してくださいます様お願い申し上げます。後程、両名より自
己紹介をして頂きますので宜しくお願い致します。
　話は変わりますが、先般マリオRI会長の辞任の報告をさせ
て頂きましたが、2025-26年度国際ロータリー会長にフラン
チェスコ・アレッツォ氏（イタリア）が新しい会長に選任され
ました。
　昨日、RI会長メッセージが届いておりますので、後程資料を
配布させて頂くか週報に掲載させて頂きますのでご覧くださ
い。

　さて、本日はクラブアッセンブリーとなっており
ます。
　はじめに、70周年準備に向けての活動予定につい
て小林会長エレクトより報告して頂きます。
　続いて成田国際奉仕委員長、梨本青少年奉仕委員
長に続きローターアクト西山会長・大竹幹事より年
間活動及び予算についての報告を行って頂きますの
でご承知の程宜しくお願い致します。
　最後に、本来であれば梅雨本番の時期であります
が今年は空梅雨のようであります。
　日々暑さが続いておりますので、気温変化による
体調に留意され、局所的な大雨等の天候の急変にも
注意されましてお過ごしください。
　以上挨拶を終わります。

幹事報告
　　　　　　早川滝徳 幹事

◎本日、2025-26年度の地区テーマバッジをお配りいたしま
した。公式訪問、地区大会等でご着用ください。なお、
予備がございませんので大切に保管してください。

◎国際ロータリー会長の辞任に伴い、ラグーザRC（イタリア）
のフランチェスコ・アレッツォ氏が2025-26年国際ロータリー
会長の指名を受諾されました。なお、会長メッセージ「よい
ことのために手を取りあおう」に変更はありません。
◎室賀ガバナー事務所より
　「ガバナー月信 7月号発行のお知らせ」
◎三条ローターアクトクラブより
　「7月第一例会のご案内」
　　日　時　7月3日（木）　19：30～
　　会　場 【例　会】リサーチコア 4階・異業種交流室
　　　　　 【懇親会】雷神 県央店
◎三条市青少年育成市民会議より
　「三条市青少年健全育成市民大会のご案内」
　　日　時　7月6日（日）　13：00～
　　会　場　三条市中央公民館
◎地区事務所より
　「ロータリー財団セミナーのご案内」
　　日　時　7月19日（土）　12：30～16：20
　　会　場　ホテルイタリア軒

間であり、間違えることもあります。意見が対立す
ることもありますが、ロータリーではより大きな視
点が求められます。ロータリーのビジョン声明の全
文を見てみましょう：
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手
を取り合って行動する世界を目指しています」
　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という部分で
す。なぜなら、変革とは戦略から始まるものではな
いからです。変革は、一人ひとりの人格や互いへの
接し方から始まります。どのように耳を傾け、サ
ポートし、奉仕するかということから始まるので
す。
　今年度、そのことを胸にリーダーシップを発揮し
ていただくようお願いいたします。関係を通じて
ロータリーを成長させ、より親しみやすく、柔軟で、
新しいアイデアを受け入れるクラブとなり、1年とい
う枠を超えてビッグに考えてください。私たちの任
期はあっという間ですが、継続性とビジョンを持っ
て計画、行動すれば、末長いインパクトを生むことが
できます。私たちの優先事項が、会員増強、ポリオ、
平和であることも忘れないようにしましょう。かつ
てないほどポリオの根絶に近づいていますが、ここ
で歩みを止めるわけにはいきません。世界の子ども
たちとの約束を守らなければなりません。また、
ロータリーは1世紀以上にわたって平和を構築してき
ました。安全な水のシステム、青少年交換、母子の健
康プロジェクトなど、あらゆる活動が平和へのス
テップとなります。
　私が若き職業人としてロータリーに入会したと
き、役に立ちたいと強く思っていましたが、人前で話
すことを恐れていました。ロータリアンの仲間たち
が私を信頼し、さまざまな役割を担うよう背中を押
してくれました。そうする中で、ロータリーが私の
人生を変えました。ロータリーは、勇気と目的を与
えてくれました。何よりも、皆さま、すなわち世界中
の友人、チーム、ファミリーを与えてくれました。
　友人の皆さま、引き出しの奥にしまっていた夢、特
に大きすぎたり大胆すぎたりして実現できないと
思っていた夢を、取り出すときが来ました。その夢
に光を当てましょう。クラブ、地域社会、そして世界
のために、よいことのために手を取りあおうではあ
りませんか。リーダーとして奉仕するだけでなく、
喜び、つながり、愛に満ちた1年といたしましょう。
　感謝と敬意を込めて

2025-26年度国際ロータリー会長
　フランチェスコ・アレッツォ

海外の受け入れ家庭と互いに行き来するスタイル
で、文化交流を中心とした比較的気軽な体験となって
おります。
　一方で長期交換プログラムは、約1年間、海外の家
庭に滞在しながら現地の学校に通う、本格的な国際留
学体験となっており、多くの卒業生が人生の転機とし
て非常に大きな影響を受けています。
　応募にあたっては一定の条件がありますが、何より
も「世界を知りたい、視野を広げたい」という意欲を
重視しています。ロータリアンのご家庭やお知り合
いの中で、興味をお持ちの中高生がいらっしゃれば、
ぜひ情報をお伝えいただければと思います。
　今年一年よろしくお願いします。

三条ローターアクトクラブ
会長　西山芳彬さん

　こんにちは、三条ローターアク
トクラブ会長の西山です。
　改めましてこのような場を設け
ていただき誠にありがとうござい
ます。

　勤務先は株式会社西山カートンで、私の父は西山
カートンの社長の西山徳芳になります。
3年ほど前のエラールピアノの補修に尽力した際の
三条RCの会長になります。
RAC入会から現在にかけてお伝えします。
　アクト活動には10月の白根合同地区行事のサバ
ゲー例会で初めてアクトにかかわりました。
7月に入会後は月2回の例会に出席し、地区行事や地
区大会に参加しました。1年目は全くアクトやロータ
リーに対して理解していないことが多くありまし
た。近隣で開催されることもあり、山形市で開催され
た「全国研修会」へ参加しました。ここで大まかなア
クトとしての活動を理解しました。
2年目になると幹事に任命され、同じ会社から鈴木

樹生が三条RACの会長を務め、忙しさや努力する姿
を会社とアクトの両面から見ることができました。
　そのためより一層アクト活動への理解が深まりま
した。
　そして今年度、大竹へ幹事を任せ会長になりまし
た。現在、他アクトクラブとの連携や事前準備を行っ
ているところで、親クラブである三条RCや新潟南
RAC、白根RACとクラブ間の交流を今年度図ってい
きたいと考えています。
　また今年度は全国大会（旧全国研修会）も東京開催
ということもあり、費用や時間の面で比較的負担も少
なく、自クラブの全国大会への参加者をより多く輩出
したいと考えています。

　三条RACにご協力ください
　例会は第一、第三木曜日19時半からリサーチコア4
階異業種交流プラザにて開催しております。また第
一土曜日の月イチごみ拾いなど様々な活動を行って
いますので協力の程よろしくお願いします。
　また募金やゴミ拾い、公園の整備などいつでもおよ
びください。

三条ローターアクトクラブ
幹事　大竹光基さん

　こんにちは。今年度、三条ロー
ターアクトクラブ幹事を努めさせ
ていただく大竹と申します。
　まず、このような貴重な機会に
お招きいただき、感謝申し上げま

す。
　本日はお時間をいただき、我々について簡単にご紹
介させていただきたいと思います。
「またその話か」と思われるかもしれませんが、改
めて我々についてお伝えできればと思います。どう
ぞお付き合いください。
　まずローターアクトがどういう団体かといいます
と、ロータリーのホームページでの紹介文の引用とな
りますが、「18歳以上の人たちが集まって、地域社会
のリーダーと意見交換をしたり、リーダーシップと専
門的なスキルを育んだりしながら、楽しく奉仕活動を
行っています。」という一文に集約されます。
　具体的には、各メンバーの役割として、会長や幹
事、会計としてクラブの運営に携わることや、ほかの
メンバーにより奉仕委員としてごみ拾い活動の主導
を行ったり、地区大会実行委員として行事の進行に責
任を負うことでリーダーシップを育んでいます。
　また、昨年度は近年話題になっている生成AIの勉
強会があり、資料の作成などに活用されています。
　続きまして、こちらがローターアクト活動指標とな
ります。
　前文に「ロータリー精神に則り」という一文がある
通り、ロータリーの目的の第一から第四におおよそ対
応しておりまして、いろいろな人と仲良くなり、自分
の仕事に精力的に取り組み、地域社会や国際的な見識
を深めて奉仕を行っていこうというものになってい
ます。
　続きまして、三条ローターアクトクラブの紹介にな
ります。
　ご存じの通り三条ロータリークラブの提唱クラブ
でして、現在の会員数は8名となっております。
　活動としましてはまず毎月二回、例会を開催してお
りまして、第一第三木曜日、午後7時30分から9時頃ま

「クラブアッセンブリー」
　　小林吾郎 会長エレクト
　クラブ奉仕Ａ担当委員長という
立場での話をさせてもらうところ
ですが、会長エレクトとして先に
控える70周年に向けての動きを話
させていただきます。
　先週6/25（水）に吉井さんよりお

声がけいただき、吉井直直前会長から明田川さんまで
の歴代会長と会長予定者に幹事含め8名で集まりまし
た。
　そこで70周年へ向けての予定をザックリと共有す
る話し合いをしました。
　そこでまずは準備委員会設立をするという方向で
どなたに準備委員長そして実行委員長になっても
らったらうのが良いのか？？などを話しました。
　この準備委員会を立ち上げ、70周年記念事業を形づ
くって行く必要があるという結論で話は纏まりまし
た。
　昨年度の事業として三条私立大学へ国旗掲揚塔を
70周年記念事業として寄贈しました。
70周年記念旅行を柳取年度にするのか？
　記念式典、アトラクション？、講演会？は実施する
のか。
　これから検討していくことは山積ですが70周年に
向けて動き出しているという実情をみなさまに本日
はご報告させてもらいたく話をさせていただきまし
た。引き続き宜しくお願いいたします。

成田秀雄 国際奉仕委員長
　私自身、国際奉仕事業に関して
ほとんど何も知らない状態でした
ので、ロータリ－クラブの国際奉
仕とは何ぞやと調べてみました。
　国際奉仕について、ロータリー
の目的の第4項に「奉仕の理念で結

ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること」記載されていま
す。ロータリークラブにおける国際奉仕は、世界中の
地域社会や国際社会に対する支援や奉仕活動の一端
を担う役割を持つとあります。これは、人道支援、健
康・医療支援、教育支援、環境保護、平和推進などを指
します。そして、国際的な奉仕活動を通じて、世界中
の人々の生活改善、国際的な理解と協力を推進するこ
とを目指し、国際的なプロジェクトでボランティアを
したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平
和と相互理解を推進することとあります。

　国際奉仕分野に関する事項を年代別に報告いたし
ます。
● 1910年にカナダ、イングランドにもＲＣが拡大した
ことから、ロータリアン同士やロータリアンの子弟
の相互訪問が行われ、これが外国のクラブ同士との
交流に発展しました。

● 1917年アーチ・クランフはアトランタ国際大会で、
「ロータリーが基金を創り、全世界的な規模で、慈
善、教育、その他社会奉仕の分野で、何か良いことを
しよう」と提案して、「アーチ・クランフ基金」を設
立しました。これが1928年に「ロータリー財団」と
名称変更されました。

● 1922年、「国際奉仕の概念」が、綱領へ「奉仕の理想
に結ばれた、事業と専門職務に携わる人および地域
社会のリーダーの世界的親交によって、国際間の理
解と親善と平和を推進する」と正式に明文化されま
した。

● 1927年オステンド大会で四大奉仕（クラブ奉仕、職
業奉仕、社会奉仕、国際奉仕）の採択によって、クラ
ブの組織管理運営と奉仕の実践活動が一致しまし
た。

● 1934年から1937年にかけて、ポール・ハリスはイギ
リス、ヨーロッパ、極東、南アメリカのＲＣを訪問し
ました。日本には1935年東京、京都、神戸ＲＣを訪
問しました。

● 1938年ドイツ、オーストリア、イタリアでロータリー
クラブが解散させられ、1939年第二次世界大戦が勃
発し、1940年には日本もＲＩから脱退を余儀なくさ
れました。日本のＲＣはＲＩ脱退後もその名称を
変更するなどして、例会を継続し、これが1949年に
ＲＩの再加入後の飛躍につながったと言われてい
ます。

● 1952年日本で最初のロータリークラブを創立した
米山梅吉氏の功績を記念して、東京ロータリークラ
ブが米山奨学制度を設立しました。ロータリー米
山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留し
ている外国人留学生に対し、日本全国のロータリア
ンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する
奨学団体です。1967年、文部省の許可を得て、財団
法人ロータリー米山記念奨学会となりました。
　この歴史を踏まえて現在下記の国際奉仕活動が推
奨されています。
1. 発展途上国や開発途上国で国や行政が地域社会の
ニーズを満たせず、その国のロータリークラブも資
金の制約等で奉仕活動ができない場合、援助を海外
の地区やクラブに求め、協力して奉仕活動を行う世
界社会奉仕活動
2. ロータリアンや家族のための国際交換プログラム

等、国際レベルの教育及び文化活動
3.ロータリーの創始者ポール・ハリスが、友人3人と最
初に会合をもった1905年2月23日、この2月23日に始
まる1週間を「世界理解と平和週間」と位置づけ、世
界平和に不可欠な理解と親善を強調したプログラ
ムと活動を実施推奨
4.国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情
や親睦を深めることを推奨
5. 国際親善と親睦活動の推進を目的とした海外姉妹
クラブとの国際交流活動の推奨。

　以上、ＲＣ国際奉仕活動の歴史、現在の推奨活動を
報告いたしました。
　そこで、我がクラブ今年度、国際奉仕委員会の目的
は国際間の理解と平和を推進する国際奉仕の理念に
従って本委員会が統括するロータリー財団、米山記
念奨学、友好クラブ各委員会の事業活動を支援する
としました。
　ロータリー財団委員会は渡部宏委員長のもとロー
タリー財団に対する寄付を奨励し、財団の活動を広
報すること、米山記念奨学委員会は高橋俊樹委員長
のもと会員の皆様に米山記念奨学事業を通じて、日
本で学ぶ外国人留学生が将来、日本と世界を結ぶ懸
け橋となり国際社会で活躍し、ロータリー運動の良
き理解者となる人材育成を行い、ロータリーの目指
す平和と国際理解の推進をすること、友好クラブ委
員会は中村和彦委員長のもと2006年3月に台湾・新竹
城中ＲＣと姉妹クラブを締結して以来、今年2025年4
月17日渡辺年度第6次調印式を終わりました。これか
らも相互訪問を繰り返し、友好関係を築いていきた
いと各委員会、目標を掲げています。
1917年アーチ・クランフにより提案され1928年に命
名された「ロータリー財団」、1952年に設立された米
山奨学制度、海外のパートナーとの協同活動を通じ
て、平和と相互理解を推進するための友好クラブ、こ
れら国際奉仕関連各委員会の目標を達成するため、
会員の皆様には絶大なご支援ご協力をお願いして、
私の報告を終わります。

梨本次郎 青少年奉仕委員長
　このたび、青少年奉仕・ローター
アクト並びにライラ委員会の委員
長を拝命いたしました、梨本次郎
です。
　本年度は、副委員長に相場弘介
さん、委員に小出子恵出さんを迎

え、3名体制で活動してまいります。
　本委員会の主な目的は、ローターアクト活動の推進
と、アクターとロータリアンとの親睦を深めることに
あります。活動の中心は、毎月2回開催されるアクト
の例会への参加です。アクトは今年度、8名体制でス
タートしております。
　アクトの例会には、どなたでもご参加いただけま
す。青少年育成や交流の機会として、三条クラブの皆
さまにもぜひ積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　なお、今年度は新潟ローターアクトクラブの高橋さ
んが地区代表（2560地区）を務めるほか、三条ロー
ターアクトクラブの笠原さんが地区幹事を務めてお
り、さらに、来年度の地区代表エレクトには三条クラ
ブの大塩さんが選出されております。これにより、来
年度の地区大会は三条での開催が予定されておりま
す。
　私たち三条クラブはホストクラブとして、来年度の
成功に向け、今年度からアクトとの連携を深めること
が極めて重要です。人的・予算的な支援も必要となる
ことが見込まれますので、どうか皆さまのご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また現在、三条ローターアクトクラブでは新規メン
バーを募集しております。
　つきましては、三条クラブの皆さまの会社にお勤め
の若手社員の方などで、地域貢献や異業種交流に関心
のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介くださ
いますようお願いいたします。
　また、当委員会ではローターアクトだけでなく、イ
ンターアクト、青少年交換、ライラの四つの事業の担
当窓口であると理解をしています。
　先月の例会でも案内をさせて頂きましたが、地区よ
り届いております「短期・長期交換学生プログラム」
のご案内について、今一度クラブ内で共有させていた
だきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、次世代を担う
若者に国際理解と友情の機会を提供する、非常に意義
ある取り組みです。
　今年度も、地区より短期・長期いずれの交換プログ
ラムについて、募集の案内が届いております。
　短期交換プログラムは、通常夏休みなどの期間に、

で、リサーチコア4階にて行っております。
　その他にも、月に一回のごみ拾い活動や、三条まつ
りへの参加といった奉仕活動や地域行事への参加を
行っております。
　続きましてこちらが今年度の予算書となっており
ます。
　予算書につきましては口頭での説明では分かりづ
らいと思いますので、支出金額の大きい順に三つ紹
介いたします。
　一つ目が地区大会登録費です。こちらはアクト活
動のまとめと県内外の会員の交流を目的としたもの
で、来年3月14日ホテルイタリア軒で開催される予定
です。また、弊クラブの大塩が地区代表エレクトと
して選出されましたので、次年度の地区大会はここ
三条で行う予定になっております。
　二つ目は全国大会登録費です。こちらは全国のア
クト会員が集まる場となっておりまして、昨年度は
RACの虎と題し、地域に根差した奉仕活動を新潟
ローターアクトを主導として発表してまいりまし
た。
　三つ目は例会費用です。こちらは月二回の例会に
関するものとなります。一例として、昨年度は抹茶
をテーマにしたものがありまして、その際のお菓子
代として拠出しました。
　ここで改めて自己紹介をさせていただきます。
　今年度幹事の大竹光基と申します。
1993年生まれの32歳で、入会して四年目になりま

す。
　勤務先は有限会社マルダイといいまして、私の父
であり社長である大竹賢一は昨年度三条東ロータ
リークラブの会長を務めておりました。
　ちょっと変わった趣味として、競技プログラミン
グに触れております。
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　　次々週例会 7月23日 「会員卓話」　　　　小林仁志 会員

　　次 週 例 会 7月16日 「外部卓話」
 　　　　　　　　　　　　　　　　㈱アイサポート 代表取締役社長
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 木村　譲 様（三条南RC会長）

皆様の写真で
本週報の表紙を
飾って
みませんか？

今期の三条ロータリークラブ週報では、皆様より表紙の写真を募集いたします。
日常の風景から旅先のスナップ・渾身のワンカットなど、会員様の素敵な写真をご提供ください。
画像タイトル（キャプション）を入れてメールでお送りください。
宛先は渋谷会員宛「m-shibuya@san-in.biz」までお願いいたします。
※投稿者名を非掲載希望の方は、メール送信時にその旨ご記載ください。
※応募者多数の場合は掲載されない場合もございます。ご容赦願います。

新入会員紹介コーナー「ようこそ、三条ロータリーへ！」
■氏　　名：本間 幸雄
■生年月日：1968年6月18日
　　　　 （昭和43年）
■出 身 地：新発田市宮古木
■勤 務 先：㈱ユアテック県央営業所
■役　　職：営業所長
■入 会 日：2025年7月2日

■自己紹介：
　奉仕の心を忘れず、地域のためにできることを一
つひとつ丁寧に取り組んでいきたいと思います。活
動を通じてメンバーの皆さんと交流を深めながら、
力を合わせて地域に貢献していけるよう全力で頑張
ります。

■趣味・特技：ゴルフ、釣り
■座右の銘・好きな言葉：継続は力なり
■入会のきっかけ・動機：
　前任者からお誘いいただき、奉仕活動を通じて、交
流の輪を広げていけたらと思いました。

■ひとことメッセージ：
　このたび入会させていただき、大変光栄に思って
おります。奉仕の心を大切にしながら、地域に貢献
できるよう精一杯努めてまいります。また、メン
バーの皆さまと積極的に交流し、学び合える関係を
築いていけたらと思っております。どうぞよろしく
お願いいたします。

ほんま ゆきお
■氏　　名：岩橋 美穂
■生年月日：1972年11月15日
　　　　 （昭和47年）
■出 身 地：福島県会津若松市
■勤 務 先：㈱第四北越銀行 三条支店
■役　　職：支店長
■入 会 日：2025年7月2日

■自己紹介：
　皆さまと共に地域に貢献できる活動に携わる機会
をいただき光栄です。活動を通して皆さまと親睦を
深めていければ幸いです。
　何卒よろしくお願い致します。

■趣味・特技：ジョギング、茶道
■座右の銘・好きな言葉：凡事徹底
■入会のきっかけ・動機：
　第四北越銀行の支店長として、中村前支店長より
紹介いただき、地域に根差した奉仕活動に魅力を感
じました。

■ひとことメッセージ：
　三条地域での勤務は初めてですが、一日も早く地
域の皆さまのお役に立てるよう精進してまいりま
す。

いわはし みほ


